
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（長野地域） 

平成２９年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 ヤギ大活躍プロジェクト 

事業主体 

（連絡先） 

飯綱町（総務課） 

026—253-2511 

事業区分 （6）オ その他地域の特色、個性を活かした産業振興、雇用拡大に資する事業 

（8）その他地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業 

事業タイプ ソフト、ハード 

総事業費  1,496,908円（うち支援金： 840,000円） 

 

①新たな地域資源の掘り起こし 

②飯綱町の知名度向上 

③愛着の持てるまちづくりの推進 

④遊休荒廃地の解消 

 

※自己評価【 C 】 

【理由】 

ヤギ駅長のふれあい事業では、町

内外の多くの方に関心を寄せてい

ただいき、約 1,500 人が参加した

ため。 

 

【ヤギ大活躍プロジェクト】 

 

 【目標・ねらい】 

 

 ヤギ駅長とのふれあい事業等を通して、飯綱町の新た

な地域資源としてのヤギが広く認知され、ふるさと納税

寄付者が前年度より増加したほか、町民の地域に対する

愛着が高まった。また、こうした取組が多くのメディア

に取り上げられたことで町の知名度が向上した。 

プロジェクト推進組織の開催等により本事業の今後

の更なる発展に向けた基盤を整備することができた。 

 

昭和 40 年代前半頃まで飯綱町の多くの農家で飼われて

いた「ヤギ」の可能性に着目し、「ヤギ」を十分に活用

することで、「飯綱町＝ヤギの町」というイメージを大々

的に打ち出し、町の新たな地域資源にしていく。 

 また、ヤギとのふれあい体験等を通して、地域の歴

史・文化等を改めて町民に知ってもらうことで、地域の

魅力を再認識してもらい、愛着の持てるまちづくりの推

進を目指す。 

 

今年度実施したヤギ駅長とのふれあい事業については、町内外で好評を得たため、引き続き実施

するとともに、町内でヤギを飼育する方々を継続的に増加させ、飯綱町の豊かな原風景を取り戻

す。また、ヤギをきっかけに多くの方が飯綱町に愛着を持てる取組を引き続き進めていく。 

 


